
*ライフサポート村とも就労定員状況報告
R8.4 R8.5

利用計画 440 460 10代 20代 30代 40代 50代 60代 合計
登録者数 23 22 年齢別表 0 4 2 3 4 7 20

新規獲得 1 1

日　時：令和8年6月8日（月）　１３：３０～１４：３０ 議事録作成：上田 中止者数 1 3 男性 女性 合計
場　所：福の神　1階　地域開放室 延べ利用者数 197 187 男女比 16 4 20

参加者： 開所日数 22 21
※白○は欠席

日平均 9.0 8.9

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録状況

工賃 R8.4 R8.5 R8.4 R8.5
工賃総額 ¥145,155 ¥153,885 人数 0 0
平均工賃 ¥16,210 ¥17,281 延べ人数 0 0

報　告　： ① 利用者登録状況報告
ぐるーぷほーむ福の神 介護区分別利用者状況 ボランティア受け入れ状況

R8.4 R8.5 区分 人数 割合 人数 延べ人数

計画 0 0 要支援２ 0 0.0% R07.10 1 1

累計計画 18 18 要介護１ 5 27.8% R07.11 2 2

実績 1 0 要介護２ 3 16.7% R07.12 2 2

累計実績 18 18 要介護３ 6 33.3% R08.1 0 0

契約解除 0 0 要介護４ 2 11.1% R08.2 0 0

予約者 24 20 要介護５ 2 11.1% R08.3 1 1

進捗率 100.0% 100.0% 合計 18 100.0% R08.4 2 2

R08.5 1 1

たきのーほーむ福の神 介護区分別利用者状況

R8.4 R8.5 区分 人数 割合

計画 0 0 要支援1 0 0.0% 通い 訪問 宿泊 通い 訪問 宿泊

累計計画 29 29 要支援２ 1 0.0% 0 0 0 0 0 0

実績 1 2 要介護１ 12 41.4% 194 590 70 185 449 63

累計実績 28 29 要介護２ 9 31.0% 164 288 88 150 349 93

契約解除 2 1 要介護３ 6 20.7% 86 313 30 105 281 31

予約者 2 1 要介護４ 1 3.4% 30 0 0 31 0 7

進捗率 100.0% 100.0% 要介護５ 0 0.0% 要介護５ 0 0 0 0 0 0

その他更新中 0 0.0% 合計 474 1191 188 471 1079 194

合計 29 100.0% 一日平均 948 2382 376 942 2158 388

31.6 79.4 12.5 30.4 69.6 12.5

令和8年度　第2回

要支援１

要支援２

●大町町会長_今井様 〇運営推進会議副委員長_上野様  ●四柳町会長_今井様　●金丸出町民生委員_太田様
●ご家族様_森様 〇地域識者 市議会議員_川口様 〇地域識者_三門様　●羽咋市役所_西浦様　●弘和会理事長_
松本
〇羽咋事業部部長_森川 ●TH・GH・CN福の神管理者_北出　●ライフサポート村友管理者_林  ●事務_上田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以
上　9 名

運営推進会議 議事録

要介護４

要介護２

要介護３

R8.4 R8.5

要介護度別実績報告

要介護１
⑤日々の活動報告ダイジェスト

◎たきのーほーむ/ぐるーぷほーむ福の神 報告

今月は、虐待防止委員会の取組について報告を行いました。福の神では利用者の尊厳を守ることを目的に、3か月に1回、職員を対象としたアンケート調査と

身体拘束適正化検討委員会・虐待防止委員会を実施しています。アンケートは身体拘束についての13項目と34項目の不適切ケアチェックで構成されており、

今回の集計結果では、理由を言わずに「待ってください」と伝えてしまう場面、食事が進まない利用者への食事介助、下の名前や“ちゃん付け”で呼ぶなど、利

用者への不適切ケアが浮かび上がりました。

一方で、職員同士で「それはやめた方がよい」と適切に指摘できたという前向きな報告もあり、改善に向けた意識の高まりが確認されました。しかし、ハラスメント

への不安や、上下・横のつながりの弱さから意見を言いにくい場面があることも課題として挙げられました。このため、職員間のコミュニケーション強化と適切なケ

アの理解促進を目的とした勉強会を継続し、利用者の尊厳・自立支援にむけたケアにつなげていくことをご報告いたしました。

さらに、権利擁護の視点から、利用者の言葉に必ず耳を傾け意志を確認し、その人の想いに寄り添いながら生活を支えていくことが重要であること、また、やさし

い言い方であっても受け取り方によっては脅しのように感じられる場合があるため、言葉選びには十分な配慮が必要であること、加えて個人的な情報やプライ

ベートに踏み込みすぎる発言は避けるべきであることをご説明いたしました。

参加者からは、「身体拘束委員会や虐待防止委員会という名称は印象が強く、もう少し柔らかい名称にできないか」との意見があり、併せて「アンケート結果は職

員全体に共有されているのか」との質問も出されました。これに対し、名称については目的を損なわない範囲で見直しを検討していくこと、アンケート結果につい

ては現在委員会内で共有しているが、必要に応じて職員全体への共有も検討していく旨をご説明いたしました。

また、アンケート結果は必ず回答を行うことが義務付けられていることもご説明させていただきました。


